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この遺跡調査は苧　奥矧町米同地区に予定される団体営普通農道整

備事業に関連する紅のであります。本町の産業は衆知のように水産

業を基幹としておりますが早島の南半部には幾面かの発達した海岸

段丘がある′お　その広い平出地と緩斜面は豊かな牧草を供する酪農適

地と患っています。）したがって酪農の振興にはかねがね配慮を重ね

てお畑　農道の整備は当面する懸案事項のひとつとして年次的に政

吉を推進いたしてまいりましたノ′

明年度施工を予定される千星板より米同第2追跡を経由する農道

は旧来幅員が狭ら　そのうえ道中予　沢越えし射すればならないなど

農作業の効率と安全面から現地往罠に早期石工を要望されていたの

でありますがラ　該地には周知の理蔵文化財包蔵地が2ヶ所にあ畑

遺跡の保護か滝業開発かという相反する炸題に面前したのです。〕

このことについてつ日射関係諸機関と協議をもち言中空，遺跡の

分布碓認施行を／た結果　米国第　追跡の　守テ踊発振調査の対象と

なるのみで遺跡の大半を保護できると判畑　ようやく愁眉をひらい

たような次第です。ノ

理蔵文化財は私たちの先人が残した国民共有の財産であり，また

万全を享的体系を整えるうえからも後世に保護継承しなくてはなり

ませんが，　A方，今日の文化や鳥政がもたらす現住民の生活からく

る要求も当然をものとして受け止め射すればなりません。′　この異な

る両面の調和をどのような接点に見出すか，今後も論議を尽くさな

ければならないでしょう。

本書は記録保存となりました米岡第2遺跡の発掘調査報告書ですごノ

住民各位の文化財に対する理解を深めるうえに、また期享発展のた

めに多くの方がたのご活用を願うものです。

昭利53年12月1日

奥尻町長　越　森　幸　夫
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軋星町では年凍㍉　団体′泣普通農道整備事業を米搬出区に′太施しているが，昭和54年度上米聞第2

遺跡と同第3遺跡の側をとおる農道を拡幅整備する計画があるので学遺跡の確認調査を依頼したい

と損当の産業建設課よ榊∫教育委員会に連絡があィJたノ当時　筆者がたまたま同町青苗直往五二所在

する吉苗追跡を覚裾調査中だ1たことから学　その圧を受けることになり，昭締2年の言瑚係者と

同道して現地踏査に赴いた′ノ

米国第2遺跡と第3遺跡は支谷を挟んで紺対する段駐日二ある。この遺跡については昭栂6年ヲ

北海道教育委員会が理蔵文化財包蔵地調査のさい発見ゆ登録されている。′　その時の調査カードには

未聞第2追跡の未聞より下原氏宅王室る道路の右側カット面よりノ軌j式土器発見，道路右側の台地

ぁ昔に広がる遺跡とあ㌢上　土紺点　石鉄主点が採集されている。ふ方の未聞第3遺跡についてはヲ

米岡より下原氏宅工至る道路の左側カット而よ昭二器片を発紘′柚ははさんだ細㌍にド原遺跡A

上米岡第2追跡）が所在するとありタ　採集遺物はノ軌i式とだけで数最は記入されていをU㌧

両遺跡の確認には1×1mのテストヒットを各3ヶ所づっ設け調査した、ノその結果撃　第2遺跡で

は農道よ根。5～2骨m北東に太一プた工事図面SP6009580詩の也点の地表よ肘しそ5振料辛の裾色土

層から恵山式士器片　鳥　右帯細片　点の出土があ果　そう厚くほないが遺物包含層の存在を認め

た　第　遺跡は地表から寺盤までの覆上が極めて薄く学　何ら遣物は発見され意かったので，第2遺

跡の農道北側のノ冊沌北に約　～　m入㌢ら　束から伸二カ…→プする約95nlの長さの範囲348の3滴

が事前調査の対象となることが明らかと患った。この時点でル…トの変更を協議したが西側は急峻

射投で、あ㌢）学　また支器に架橋するには蓑太を工暦を要するとあって記餌保存の方向で検討すること

にした′1い千道教庁文化財保護主事9　中村柚姜らによる予備調査が同年5月23日より2日間行わ

れ言最告会において前述同様の結果説明があをら　緊急発振調査の運びとを／ノた。

発掘調査は昭利に計隼8月㌢目上より9　日7日までの27日間にわたり実施された言周査用の締集は損

臣乃とおりで濁る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤忠紬

末岡第2遺跡調査瓦

調査主体者　越森　幸夫　奥わ潮家

調査担当者　佐藤　忠雄　日本考古学協会員

調　査　員　L用事　　忍　尊修大学北海遺短期大学教授

河野　本道　駒沢大学講師

佐藤　芳子　米同遺跡専縦調査最

を＿j雄i　　勝　　　　　　〃

事　務　局　柴野　緒…ん一Å　奥尻町産業建設課課長（元）

丸山　　隆　　　　　ク　　　課長車齢

佐々木義光　　　　　ク　　　係長

藤谷　　猛　　　　　ク　　　係

〔処　務ラ　山F　育三　奥尻町教育委員会社会教育係長圭融

山本　政雄　　　　ク　　　　　　　係長纏の

泉沢　克尚　　　　　ク　　　　　　　係

…址］L　一一
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窮蓋聾．米閥第望遺跡の厩燃環磯
頂）遺跡の立地と地形的環境

触産鵜は臆蔽線路最骨畠の両方の日本海上工浮ぶ離畠で最の太きさば来北日払学　南北㌫転学　面積

Ⅲ浩黒海lで嘉を」畠路船端に稲梗岬は相律の履花岬とおよそ摘転で最も近く接している∴　交通は海

路普十圭■射胡継臨11と吉隋肛膀抽一正東日本フ一言〃ペリーの定期便があ生　産には瀬棚の奥矧胴淡け工

季節蝕が沈航する　　と昭粧棋輝志を空路が開設　れ　札幌の繭清の奥矧；出ニi本近距離航空が適

隼捜廿日∴ごいる

姐締着告捌裾鯛軌描出招揺埴樟工面する比訂狛1日の海演報告丘つ㍊∴あり学」も緯射㌫㌢髭㌢㍉結締幸潮

翫′別プ′工位出守る　誹地は吉潰旧来か招軌脇に向　道々奥尻鳥線を北に。百歳持1行き9　㌢男坂をなか

漂つ∴ノたところで学　アイヌ名カバラシカ〕牒うナイと呼ばれる小川と接する　その右打二段丘を登

／農道があ生　それからさ　汗つ短症　ど北の支持を越えた右打日工ある言第　図j

追跡の附近　め帯おミ誇柚が多　酪農が適地で、者iの射出　淵；拶広葉樹棒を除　敢栂艶とな一ノ

、いる　後背地音読た抹栂　で比高餅ト糾うnlに緩やかな起伏の吾地が広太に鉱がるノ　二の台地を間

断した支吾が遺跡の南面昆巨をとおり海工注幸で出る訂第日湘釦

鮎砿鵜に甘強暑む嵐粘性丘の俺達が見られ撃　南部では吉出川捜丘∵比高封瀬上射椙廟　フケ歌沢捜

五・：伸一・恒）m．仁∴‖美五・l：吊0－－－，l118日m、・吊汗紬‾・＿日日Ol111両m，棉刷‥′拓1．・ト（11川）1－－、
＝

寺屋敷段丘05を上狛1㍉　言辞潮投丘射11士の7面が区分。命名されている′）このをかで酢枠）2面

上追跡の存在が確認され彗　針nl上目豆男豊丘では今のところ発見　れていない　〆　ぎに段丘と遺跡の

関連を示したが撃　奥脇∴吊i部のi三悪遺跡は学　その多くが寺屋敷段丘と出榊陣笠丘との漸移緩斜面に

立地　ている

段丘名　　　　比高　　　　　　道　路　名

吉屋敷段丘　　嶺ト翻rll　　未聞第l～4遺跡

岩見牧場追跡

漸移緩斜面　　封ト罰nl　　吉眉貴跡カバ日地点

ク　　基地前地点

〃　　懸崖地点

ウ　　第1日塚地点

時　　　期

続純文学　縄文中期

続純文学　縄文中期

縄文前ラ　中期

擦文学　縄文前学　中期

j．一七・三丈、

擦文学　縄文皇軍　前夕　中期

吉静岬段丘　　4m士　　　青苗遺跡第狛塚地点　　続縄文

未聞第2遺跡が－芝地する　ゑ帯の寺屋敷段丘は封上髭度の急峻患岸で海に而しており普　葎肌工は未

聞層太両件敵鉦層が初年立っよう揖晶里し　裾は巨昔浜まで伸び率盤状海蝕台を形成している　Wア

の圧裾寄りを奥砿豊滝が適′了　いて　支谷越　束は度の方向に遺跡の　A端を遠望することができる

第　図版臣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仇俸忠維j

′　、．・了′、！．′・一．丈．′∴ハ　‥、′　’

未聞第2追跡には千畳ヶ丘と呼ばれる海岸段丘があるが言二乱隠丘は鍬戒岳の山麓から前画面9　南

画および南裏面の海岸に向骨て高専骨頂斜面をなしてのびている′、

段丘の基盤は貢岩でラ　その日守貨丘堆積物が厚く被榎している。）この段丘堆積物の」二　種類の

降辛大出痛が順次披磯堆積しているが9　二の太れ軋軒創湖㌦　降巨短宜痍層とも再堆績層隻も判別

…・3・…



Lがたい土層が介在しているハ

第2図は従来の火山痛分布調査をもとにした苧　塞骨機雷遺調主藩弱る斗層構成の柱状模式図である。、

層序　　　　層　名

第1屑渡島大畠a火山層

第2屑　　　　乙部層

第3層漁島大畠闘山伏層

第4層　駒ヶ岳e火山灰層

第5層　　　褐色士層

渡鳥太鳥

第6層　圧、ン太両用尋

第7層　　奥尻ローム層

第2図　米岡第2遺跡の土層構成柱状図

層厚　　　　土　色　　　　　土　性

5YRケ　　　酬貢を含む

30。m　　　広裾色　　　壌i二

H）。m　鐙蟻　机

狛m H）Y畔晋榔冥　府姉雷沌壌i二

2°m l的凰％黄裾色　砂士

15。持一　㍍；芸影

1時ト：巨1
黒色

砂壌土

腐柾に頗
詰む壌i二

つぎ工各層の性状と火山灰年代による土壌生成のi上日嗣勺をことに触れてみることにする。〕

第1層　渡島大島a火山灰層（Osa層）

現在の地表を構成しており，本屑の在日二堆積している乙部層と類似してお　∴接牝がたい場

合もある。）その厚さは油層合わせて30m程度で濁る言朝三を帯びた拘！i色の火山灰で，腐植を含ん

でいるところでは黒味が濃く患っている。

未聞第2遺跡は現在牧草地となっているが，耕」二層が約15cmとなっているので，耕土屑は本層より構

－　4　－
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成されているとみを　てさ　〆　かえを主上言度烏太畠の…ト音糾　い火山噴出物で言疫烏丸窺a太L祓

層と命名されたものに該当する。今を去る告　年前紆路摘年噴火の際の隆幸火山痍守濁る。

第2層　乙部層

本軌まOsa層の正ドに堆積LラOsaとは極めて類似して区別し紅いこともあるがタ未聞第2遺跡にお

いては9　鉦はが全部耕土屑と怒っているのでタ　そ紆千位の贋作色の火山痍屑は乙部屑とみてさしつ

かえ慈鎮㍉厚さは路淵内外である。本層は渡鳥半鳥の大柄痍調査工お事てラ　乙部郁産に堆積最の多

いことから乙部屑と仮名されているが響　奥尻島火山痍調査の結果夕　乙部附近より堆積量が多いので普

噴出源は奥尻島の神威岳と考えられ憂いことも患い。そして本層の在日二堆積しているOsaとはあ

ま倶矧制紅組憂いで堆積Lたことは本屑の上部にほとんど腐植の集積が認められ憂いことから推定

できる。

記録によると秘蔵岳は25的三前の172璃三に噴火しているので資乙部層はこの際の噴出物とみておか

しく憂いが9　これを確定するには乙部層の分布状況をなお詳細に調査した方がよいと思われるので

この際撃　従来の乙部層の仮名をそのまま通用することにした。

第3層　渡島大島b火山灰層（Osb層）

乙部屑の在日二堆積しチ　柳享わずか3cm9　場合によっては確認できないところもある。‾本来は淡

紺色の火山痛であったが∴　長期間地表で載北を受けタ　腐植が集積して黒光りする火山灰屑と患って

いる′）

本層は渡鳥半島の太出演調査で渡鳥太畠を噴出源とする渡鳥太鳥b火山痍層　縛油層」と命堵薄

れたものに該当する。

渡鳥太畠の噴出記蝕まOsaだけで学　Os　の堆積年代は明らかで憂いが学　青苗砂重工お事て調査の

結果机戦酢年前のものと考えられる′言凍工∴車て電近受公表を予定している。j

第4層　駒ヶ岳e火山灰層（Ko．e層）

ヰ屑はOsbの湛辛に薄層ながら確認できる。黄褐色の火山痍屑でサ　その摘；にわずかながら腐植

が集積している。この腐植中の腐植酸のC14測定の結果BのP膵桝士はOとい　成績が得　れているが9

大柄庚の堆積は腐植の集積持前であるからB。円7胱±B　より少し古いとみた方がよいだろう′、

第5層　成因不明の土層

K。e屑の在日二約15cmの厚さで茶褐色の土崩が存在する。附近の青苗遺跡では見出されをかった

圭層である。軽い土で　－一見降　火山灰のように見えるが普　A方当時まで堆積していた火山灰が普

雨水によ棚膵臓れ再堆積したものでは射もがと思われる節もあ畑　本遺跡の土層調査だけでは9

にわかに決定し難いので，一応成因不戦の土崩としておく。〕

K。e屑の直下に堆積しているのでB。P1700幻30よ帰fいことは確実であるが9　本層の産出二堆

積している火山俵層は渡島大鳥を噴出源とする古い火山灰層でOs自バン層と命名されたもので9

この火山灰層は後で説明するようにB．P2750士1用より新しいものと見られているので，それより

新しいことは確実である。またOs自バン柳ま腐植の含量が多いことからして学その酎二に本層が堆

積するまで相当の年月が経たものとみることができ，…一一方本層の腐植の含量はOs自バンより少い

ことは，本層の在上にK胱層が堆積するまでの年紺もOs自ハントに本屑が堆積するまでの年月よ

単板いことを表わし，本腑まKoe層の堆積年代に近いとみた方がよい。

第6悪　法享大王白′＼ノン、二　歳暦（畑工㌦＼ン票）

刺尋は厚さ20cm，その内用はcmは腐植が集積して黒味を呈し9下狛お炎黒黄色となっている。

渡鳥半鳥の火山庚調査の結乳∴渡鳥大鳥を噴出源とする渡長扶鳥目バン屑と仮名されたものに該当

する。

本層はKoe屑のド位に堆積していることからしてB・P1700±130より古いことは確実である〇また

ー　5　－



森町鳥崎遺跡において撃K（e層のつ雄工堆積　ている駒ケ活招諦瀕層「臨絢おの廟腑神棚潮
－　　　　　　′　　－・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヾ　　　　．　　　・

目バン層の辛持つこ堆積　ている　ころがあるので言訂バン層の年代は鋸当封附±撒綾軋P2持佳

日（の問となる′、

第7層　奥尻ローム層

本層は基盤の士層でOs自バン酌痛畑二髪細則二の厚さで堆机ている陽色の骨汗層であるi二

部はOs伸、ン層の降欄積まで長期間地表にさらされ酬楼多量に射批て黒味を呈して特徴あ

る米粒太の団粒構造を呈し学　部は腑粘　層であるノ、シ　　　　　　　　　用汗圧だ相聞狛

註および参考文献

の瀬川秀良は野郎　北海道奥尻島南部の海岸段丘　北海道教育大学紀要　第2部隠∴錆射

′　　　　　　　、　　′　　　、　　　　　　　　　′

せ奥榊ム史編　ん離念は粥郎　奥尻町史　奥尻町

言旭　志は野郎　青苗遺跡発振描登概報　所収Pの　～鷺　奥駆教育委員会

の北海道農業試験場は粥9）…北海道農業試験場j溜調査幸踏　錮号

－　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　－′　　　　　　　　　　　　′　ノ

第3図　米岡第2遺跡の地形測量図と発掘区の位置

一一（う1－1－

魂

．　1



B－5
「

i，こき・l　＿＿

1　 2　 1　 4　 5　 6　 ★　 8　 9　 10 1 1 12 13 14 15 16 17 18 19　 2 0

‖ つ
C

。 ！ i
i i　 a ‖ g

ll
監 k　　　　m
l　　　　　n ●‖〆 i ‖ i

i
i

ノ′　ノ ∪‖ 日日
i／ 」⊥⊥J「 「‖ i
箋辺」」」」」‖ 「‖ i

－・7　－

「　49・90M B－8

「　49・60M B－12

「　49．50M B－14

第5図　発掘区の土層断面屈

凡　　例

I　渡島大島a火山灰酎Osa層主灰褐色ま層

□　乙部層・勘′】色目西

田　渡島大鳥b火山灰酎Osb層主黒色ま層

Ⅳ　駒ヶ岳e火山灰層（Ko・e層主黄褐色ま層

Ⅴ　成田不明のま層・茶褐色ま層

Ⅵ　渡鳥大鳥白バン火山灰酎Os白バン層巨黒色ま層

＼u　奥帖トム層・黒色用一視色粘上層



窮蓋章　発掘調蛮
笥）調査の方法と発掘区

賂拙家は私道工そ1手偏が狭く細長い鉱状であるJグリッド方式を採ることと工道路にほぼ守

信頼諦摘録～h射調鉦∴て軍　務針締訂招ソシ∴桁鉦楼∴二の㌫つ症描瀾時揖朗如欄沖
ノタ　ム

「測吊ふたとこ有余糾圭　ま豆イ～d蹄紬裾つ㍊出藩二ば結掛新訂誹㌧道路の中畑隷お豆

考えら行だ∵　グリッドの紆星はメソシ∴漂凍諦湧亘瀬棚言凍れ吊∵－ノ封綾し　蘭嫡亘北東に鉦了㌃

有～Gとは㍉端午出郷「発振の磯汁江上守狛㍊掲獲匪前掛綴菜があ1畑鉦で鉦輝の封塞か在朝本㌦

㍑澤幸斗瀬恒沌当伸二　倶言上端湖上〕鶴　A～巨骨酌欄辟紬鴻粛㍉射般

最後にしたのほ現地が裾時も西北功強い旭逐受はるので開場機工と考えたからで∴羞際　小さを遺

物が龍布状態で出生する本道路では作業の上でも学　出土の状態を保つ点でも少をかちず守りソトが

あ1た

セクションベルトは拍…守撃　8ァ雄琴　㌣巨斗㌦　㌻主つ帥締効鉦狛∴揃釦帖で城L必魔に応じて椒

翻∵藷に亮の鋸躯勘柄軌紬お骨ル周掛のあるグリッドもあ1たが敢えてとろ率A列をそのまま代朝

た　上毎セクションは当欄各ベル、鋤と北面とB列各区の北裏と雨滴浮ある。1　　佐藤芳ダム）

2）遺跡の層位と文化層

本遺跡が存在守る比高嶺n－鉦撃屋敷段丘は前掛空＆殊とよう工7層から怠る捜丘灘張物県よ1て

被穆されて再　発藩区鉦、鋤棚工妾膏の寸付が認められた　層断面は第　図に示　たよう

工来所　軋南北　面を実測観察　と　層の骨材荘状態は寝かはの地軌は飾服朝雨を示上

潮を除　太きな変化は見　れ憂い第　層と第7層に　〆′」の文化層が存在するつ第引璃第　図版臣
第1層　灰褐色土層

現在糖帝地と憂1ている∴太為的捜胤主よ1たと見載れるl点牒守器骨慨骨丑藩穣一漕′
第2層　黄白色土層

が汗i色鋸油俵であるノ　第鼠層耕佃芋の撹乱が本層にまで及んで糾j言駒汗二を／た十欠層する

筒所もあるほか言束結凍虹こよるじと乱が見られる′）遺物を包含Lをい。ノ

第3層　黒色土層

黒色でやや湿潤を大柄痛層で透る∩遺物を包含Lをい

ノ′′－　．′

駒ヶ岳e太離湖である′′い蓋のところ奥購う控は松江聞ヒでは確認されていを拓本遺跡附近

ほぞの隈￥摘まであ彦左　層畑妾誹く第的ジと第紺朝粧二レンズ状に抜存している′遺物を包含Lを仕
第5層　茶褐色土層

やや軽い感じ、のする砂壌土である′　続縄文期の遺物を包領～るノ遺物は広範囲に再1て分布ふて

いるが　束鋤射地のJ稜比高釣劉＿mの末端の緩斜面が妾たら　と小規模を流出によるものかも知

れをい

第6層　黒色土層

緻姉の集積により黒色化しているが∴　自色斑点状に未風化部分を残す大柄痍屑で濁る。遺物を包

含しない′

第7層　黒色土層。褐色粘土層

周は黒色のやや堅い粘棋士軒守酢　裾色の堅い縮柚虹を／了白もるノ縄文中期の土器を出

「する第2文化層である1ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川棚」腑

…ト　8　く…



第Ⅳ章　出藍遺物

瑠）遺物の出立状況

第1文化層続縄文期の遺物は第5層茶褐色土層の最上部，駒ヶ岳e火山灰層の直下より出土して

いる。遺物はB－13，B－14，B…16，C－16，C－17区に集中しているがB－13区とB…16区の

土器に細片化が目立つ。（第5図版上　第7図版日　したがって包括的に出土して復元されたものは

少なく，中には2－3m離れたものと接合された例もあり言第4図版下，第9図版2）ミニチュア

を除く多くがト工5m範囲に散布していた。このようなことは，それらの区の土層が西北の湧水の

流路に向って緩やか射項斜を示していることや撃　第5層土半の士層の状態が駒ヶ岳e火山灰層を斑

状に噛み込んでいる様子から凍土，融雪時に励行したと考えられなくもない。

また直立した状態の婆形土器を出土したC－17区と四脚の鉢型土器，壷形土乳　棒形土器を出土

したC…16区の周辺は部分的に火山灰が深く落ち込んだり，厚く堆積する箇所があるなど人為的所

作の可能性も窺え注意を払ったが遺構は検出できなかった。ただB－16区にみられた射園の不規則

を配石と石器の製作址と思われる剥片の集積（第8図版上）が同∵水準にありタ　そこに生活址面が

あったものと推測された。剥片の集積はほかにB－10区においても認められている。（第4図版上）

第2文化層の縄文中期の遺物は第6層白バン火山灰層の最下乳　第7層奥尻ローム層の腐植層か

ら出土している。遺物の量は少なくB…14区より1個体分の土器が出土したのみである。（第6図版

下）

ブ）、＿器

第1文化層より出土した続縄文期の土器は恵山式土器として…一括されるもので，出土した土器片

数の約90パーセントに当る23個体が復元できた。それに18点の特徴ある資料を加えて第1群土器と

した。、

第2文化層より出土した縄文中期の土器は円筒土器の上層式の粗製タイプと考えられるもので，

これを第2群土器とした。

第1群土器

上　胎土e成形

出土した土器の始まは全般に0。2mm以下の微砂粒を緻密に含んでいる。微砂粒は主として黒褐色

赤褐色のものが多く，少量の半透明な白色粒と雲母である。この砂粒は混入の状態から意識的なも

のではなく，予め造形に耐えうる適度な可塑性をもった粘土を選択したものであろう。砂粒の混入

度からすれば，粘土自体は強い可塑性をもつものでヒピ割れが発生し易く，造形に適当とはいい難

くタ　砂粒の混入がそれを適性化している。そのため器面調整ごの素地に砂粒の浮きが目立つがタ　そ

の上に厚さ1mm前後の赤褐色の化粧土を塗布して器面を円滑に仕立げている。

成形については化粧土が塗布されているので器面からその詳しい過程を知ることはできないが，

輪積み手法によるものである。深鉢形土器の底部には糸底の低い台が付いていて，底部の外側は中

央部が丸味を帯び若干高くなっている。この底部は体部とは別に造形され，乾燥の初期の段階で，

底部を休部の内側から入れ，濃いドベを使用して接合したらしく，復元した土器の底部3例に剥脱

した痕跡がみられた。（第7乳　第的11，12図版6，8，9）器面の調整は箆状工具で多くは横位

の方向になされており，内面には細い刷毛状の調整痕が残されている。

2．施文形態と手法

本群土器の施文には縄文言太線文，刻目文，刺突文の4形態があり，それに無文と磨消縄文が素

－　9　－
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文的要素としてある。縄文の施文手法は廻転と押庄で言太線文，刻自文，刺突文とともに幾つかの

文様の様体がみられる。

縄文：単節斜縄文，縞縄文，横帯縄文，縄線文

洗練文：平行洗練文，変形工学状洗練文，山形状洗練文，半月状洗練文，山形状法線文言皮状洗

練文，Ⅹ字状洗練文

刻目文：並列刻目文，破線状亥臓文

剣突文：列点状刺突文

㈲　縄文

地文となる縄文はR圧の節縄文でL没の例はない。施文の方向は縦位およびその右下り，横位
およびその左下りである。

品）単節斜縄文　縄痕の走行は縦位に近い。小型で特殊な形態の土器に見られ，各例ともに同一原

体による押庄手法の縄線文が加わっている。（第8図〇第13図版14，17）

ぬ）縞縄文　縦位の縄文を3～4条前後の幅で，ほぼ等間隔の無文帯を残す縦縞文様である。本群

描責の汀線部と体部の88％に施文されている。手法は基本的に横昔縄文と同じで，R圧の縄文原
19）

体を器日に対し，左450ドりの角度で碇位の方向に廻転させたものである。この縞縄文の出現はアヨ

ロ遺跡の2類以降で，それ以前にはなく，恵山式土器文化の全期通して盛行し，後北式土器文化の

末期まで継承されている。（第6図の第9図版1～5，第7図。第10図，仕12図6タ　8～崎　第8

図。第13図版15，16，第9図8第15図版25－27029，31，第10図。第16図版32～39）

C）横帯縄文　R圧の原体を器日に対して右450Fりの角度を保って廻転させたもので帯状をなす。
21）

手法は意図する方向に廻転する原体上の力点を移動させることによって直曲自在の表現ができる。

横′昔縄文は縞縄文の手法と出自を同じくし，縞縄文が主として地文に用いられるのに対し，横音

縄文は目線乱頭部言訳テロなどに平行，曲状の洗練文を携えて文様音の主格をなすもので，のちの
18）20ラ　　　　　5）　　　　　6）

後北式土器文化の後半に盛行期を迎える。礼文華貝塚遺跡，恵山墳墓遺軋　恵山貝塚遺跡の日縁部

資料にその初期のものを見ることができるが，変形工字文の抽象化や磨消縄文手法に伴って多様に
17う

甥jされるのほ墾三j以降である0典型的なものと㌧jてアヨロ遺跡柄碧），恵山遺跡，室蘭市況津貝塚
遺帆　瀬棚南川遺眺　資料として室蘭市舟見町遺跡，鵜島出土のものがあげられる。（第6図・第9

図版1－5，第7図8第10－13図版6～13，15，18，19）

郎縄線文　地文と同Aの縄文原体を廻転させず，器日に対し平行に2～3条押庄したもので，脚

付深鉢形土器の場合は頚部文様帯に組み込まれたもの，長頭蓋形土器のは‖縁上部を綾属する例であ

る。礼文華遺汎　恵山墳墓遺跡の目線上郷言頭部に類例が見られるが，本群には曲帆　山形状のも

のや口唇部や内面に施した例はない。（第8図。第13図版14，17，第9図8第15図版28，30は同一一個

体j

・・・、2）沈線文

品）平行沈線震幅2mmほどの法線を平行に「十敗条器を属国させたもので，日縁部にあるもの言第

6図0第9図版4，第7図。第1工12図版7～9，第8図e第13図版16，17，第9図e第15図版28，

第10図の第16図版32，34，38ノ胴部と日縁F部にあって頚部の文様音を区画するもの言第6図・第

9図版1～4，第7図e第崎1上12図版6～9，第8図・第13図版7j　がある。これらは日縁独

冒頭部言青部あるいは胴部各文様音の区切り－以後，文様昔は日縁部を第I，頚部e肩部を第Ⅲ，

胴部を第Ⅲ文様葦とよぶ。－，部位の区切りといったようなものを目的としているが，概ね2本を

1単位としている。それとは別に頚部や肩部の文様帯に単独の主格文様として登場する横音縄文

と磨消縄文の境いを縁取るものがある。この時期の直曲各様の横昔縄文には，殆んど洗練文が縁取

り，隈取りの形で干与している。（第6図8第9図版1～2）

－10　－



郎鷺形蓋寧携波線霊　工学文の派生的をもの　思われる。磨清純文手法を施　た部位に工学を読

み取るこ　ぼできるが　文様音の▼”喜綾となる桟葦縄文と隈轍を日光線文か　ほコ字状で連繋Lをい。

コ字状の開m方向から　ハ字状立がⅩ字状が嘉に抽象化する　臣形態たみ　れる8他に類例が憂い㌘　第9

図8第路矧榔頸

監遽弧状波線文　麿清純支手法で無文部を整えた第　文様音のiに　幅　mmほどの二義が沈線嘉

によ影骨組紗弧針大き圭緒出し器を礪聞きせたものである。二義の沈鋭意の幅電離服料澤＼その間

には曲状の櫨肴縄文が施されている。　た∴　垂の弧の法線文の谷　頂点には　短洛鴇　綻位の別日

立が付されている。第　図8第は図版鋸

′

聯〆た　上弦汐　汗弦の半招状沈線文である。第　図の第蟻図版欝夢　猶　第躯巨第躯版黒夢　欝ラ

義形j諸に本例を二鼠　三重に累積　たものがある。この場合　二段ハ曲状音縄文の谷が　一磯招

漁礁点から始まるので夢　二披自浄弧の璃燕下た一段目の青葉に集光レンズ状慨無意部瀬で漕る訂第
Ilメ　　　　　　　　　　　　2ラ

図0第紺深版鋸　類例は北栓i聞磯野遺跡　室蘭市来黒鳥遺跡言瀬棚南川遺跡に見　れる。とく

に南川遺跡では彙形声　婆形に多くの好資料が得られている。

燈）由形状洗練寛　二等辺三角形で連続山形文の一品種とみられる。複本の沈線文を5m前後グ澗福

を／て汀形に積み重ね言允新聞に縞縄文と磨消縄文を交互に施立　たもので　小型の鉢形土岩；の

竃；体全面に施文　たもの　ある。第鋸稟上策躯版摘　構図的に類似の例が南川遺跡の欄土器に

み　れる。璃　狛二施嘉されたものもあるが　本例よをノブ沈船立が単純で学　磨消純潔の部分が二等遇

′

る8

ず）波状波線霊　胴部に翻りする平行沈船を波頭にした約㌢淵ピッチの連続波状文である。本群資料
；一

の中でこの施文形態を示すものは目刺　か憂いが言第　囲め第腿図版鋸　七飯町桜町遺跡　嗣鴫川
132　　　　　　　　　　　　　　　　　132　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をうー

、

ることができ，る。施文の部位は胴部と第Ⅲ文様肴を区切る平行沈線文辛に附随するのが∴彪酌で濁

るが撃　文様帯に組み込まれている場合もある。

、　′′ノ、∴㌦　　　　　　＿′　　、　　　　　　－　　　．J　　　　・　′

、，　′．∴′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

に酷似の資料が出土　ている。第　図・第崎　路業摘蟄　打

（31刻目文

遜ラ並列剃招寛　目線上狛二短かい稜形の刻み目を縦　たほ斜位に並列紙用　たもので言　唇狛二

喰い込むよ　に刻印　たもの言第　回の第　図版娠結第　図の第時　は図版軋買　短棒状に滝

・　　　　∴・・　　　　・－　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ

8第蟻図版滋　的　針目　第　文様音の磨消縄文に施支　たもの　第　図の第摘果版2第　をどがある

があるが芦　第I文様帯に対する施文が通例である。

随）破線状別田寛　頚部と胴部に横位の短かい刻み目を破　状にvwぁ述させたものである。第　酢
‘－l一一　′　．ノー！　′－　’　一　　言　　　′　－・　　　　　　′　－．　　　　　　　　　　　′

L＝

姥自内遺鈍　瀬棚南川遺跡などに類例が見　れるが　本例の様縮緑川遺跡第　号墓の資柳共通

する。

（射　刺突文

第Ⅲ文様葦の磨消部に経　mmほどで　先端が丸味をも／た円棒状工具を阜恒　横位揖冤く那要し

たものである。口唇部のものは章茎状の工具で左斜位紆方向から刺窯したものである訂第7図の第

1図版7　第摘図0第蟻図版舗　恵山式土器で三角状のものは見受けるが，この種の施文は稀れで

ruw1－－Pl1－1－－
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ある。

（5．1無文

グイ呑み形の3例が無文である。うち2例は外面が研磨され，窯味のある光沢を帯びている訂第

8図の第14図版20～22）

3．器形と文様構成

漁灯縁類には婆形資　鉢形撃　壷形夢　梯形タ　グイ呑み形の5タイプがある。多形化が継続し　文様に

抽象化が目立ち撃文様の構成は主として洗練文と昔縄文に磨消縄文を加えたものによってをされてお

仇　なかでも櫨帯縄文の発達が若　い。

甘　藍形土器

本群土笛の過半数が婆形土笛である。便宜i二つぎの4類に分けて述べる。

一′＼′　　　　．・　　　　一　　　　一　′，　　　　′　　　．、、′．－∴　　ノ・・

の。

類黒綾　部が正目　外反　外傾するもので胴部の最大幅が器の半ばにあ〆て脹　みを示しなが

ら弧を描いて底部に連続するもの。

¢寿：目線部に特徴があ畑　胴部の最大幅が器の上半部にあ〆て脹　みが小さら　すぼまるよう

に底部に連続するもの。

幾日綾　部が荘上目　近く　頭部が羨　ル…ズ射本部をなすもの。

一　　　　　　　　　　　　　・・、．′　　．、　　　　　一　．　∴l．：ノ　ー、・

を除　殆んど　びれない。体部は張りをもたずに緩　綿ま勘変化に乏　い器形である。峰山巌が分

焉主㌻る　B型に相当する。

第　文様葦には縞縄文　別口文　平行沈線文が装飾文と　て摘上部に見　れる。第Ⅲ文様帯は

第　文様音と胴部との境いが平行洗練文によ／て仕切　れているが努　まれば　類を除ら　すべての

整形土笛に共通する。各文様帯の幅は太体夕　器高の4分の1を占めている。

′　　　　　′　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　．′、く　．1－．こ　　　　　‥　′　　　′：′

を交互に残して施文したものである。第6図2は連弧状文の形骸が窺える抽象化したもので芦　同図

且はそれが更に転化したものであろう。第6図3は横帯状支のみで磨消葦は患い。

鞠　第　図0第略1図版軋　円

空形土器の中でも大聖のものである。璃　狛　平根で　外傾するものと直日とがあ畑　第　文様

葦には酪例とも‖皆に喰い入るようを楔形抒並列刻日立があ畑　直下に　条の平行洗練文のあるも

のとタ　桟音縄文を施し　同一一慮原体で汀線部素文帯の全幅に「ハ」の字状の帯縄文を施文した例があ

る。胴部は球状の脹らみを示　てお畑　第　文様帯は法線文　様帯縄文によって括出されたⅩ字状

文が岩紺に射囲横　列と射弼づつ＿侶ご　段交互に　列配置　た　単純であるが華麗さを備えたパタ

／　　　　　′－J　　′　∴　∴一二′　′　‥∴　　　　　　二　・一′－　′、′＼、．．∴、．ClJ　′I　　′・・－

的処理がなされ診　音縄文の装飾性が一層高められている。器厚は6～針m芦　暗茶褐色であるが，胴

部土半が全体に使用時の二次焼成を受けて黒く鈍い光沢をもちタ　処々に残潅炭化物が付着している。

踪頬　第　図0第は図版針

目綾部の上端が器の内海に折れ込み芦　大きく面取りした恰好の口唇部を形成している。また，目

線部自体に若干の脹らみがあ軋　頭部もやや「びれ」を示すが胴部の張りが弱く底部に細くすぼ

まる。

第I文様音は縞縄文の㌻悔‖淵‡に2本の平行沈線文と下部の破線状刻目文である。第Ⅲ文様帯は

幅広い素文音に洗練立　曲状の帯縄文　刻目文の組み合わせによった連弧状文で，第Ⅲ文様帯は第

文様音の打方の区画洗練文に波頭を　つ波状洗練文である。器厚は7m㌧　明茶褐色で焼成はよい。

一一一1ゴ　ー



、月　　事附く．！言　′く一　　・一ノ．．∴　一、

日縁は平坦で辛　口縁部は直日に近い外反である。頚部が長く胴部の脹らみが弱い芦　ずん胴型をを

す。第I文様帯は箆状工具による並列刻目文と桟帯縄文が上部にみられる。第Ⅲ文様帯は横位の帯縄

文である。施文は磨清純文部に地文と同じR圧の原体を横位に退転したもので芦　この種のものは

小型の壷形土器や鉢形土器にも見られる。本類では法線文による文様の区切　がをされていない0

第6図5の底部付近には二次焼成を受けて赤褐色化した部分がみられ，また夢器の外面は煮沸時の

甚しい残澤炭化物によって広く覆われている。これとは逆に第紺勘の例は　明るい黄茶褐色を墨

し芦　二次焼成の痕跡は全く見当ちかう。

（21鉢形土器

3例の深鉢形と目刺の浅鉢形がある。すべて小型で，ブイ呑み形土器をどと共に用途に限定があ

るもののように思われる。盈類を深鉢乳　b党を脚付深鉢私　C類を浅鉢形とした。

忍頸（第8図。第12ヲ13図版は∴は∴路言胤つ臓　第10図e第16図版36）

射酎本各様なので，それぞれに説明を加える。

第8図11は小型の土器である。器日が楕円状で長軸の繭先端が触先のように締まりタ小さを癌状

の貼付突起がみられる。一方は欠失している。日縁部は外傾し　幅が広ら　器高の2分の摘弓を占

める。胴部は張りがなら　最大幅が器の下半にあ畑　平底である。

文様は口縁上部に細く切り込んだ並列刻目文が施され9m細腰どの幅の桟帯縄文が2段学　問に

磨消帯をはさみタ体部下羊に及んで施文されている。胴狛錘「原体による碇位の音縄文が磨消手

法によって縞状に作出されている。

第8酎3は日縁部の欠夫が大きく明らかでないが，日縁は前例と同様波状するらしい。反りは弱

くタ　胴部の張りもない。平底である。

文様は日縁上部に並列刻目文筆体部に3条幅の桟帯縄文が左下りに4～5段，それぞれの間に素

文帯を残して施文されている。

第8図蟻は底部を欠失しており，器形は不確かであるが芦体部に若干の脹らみを示す円筒形のよ

うである。日縁には対応する看孔の′再を山形突起があ畑大きく波状する。上部日縁に並列する

細い刻白文と左下りの横帯縄文が施文され，第I文様帯を形成している。地文は縞状文である。

第8図16は乎担な口縁で体部全体が，やや丸味を帯びた鉢形で，底はフラットである。器の内外

面とも調整がよく精製されている。

施文は器外全面に及ぶ。文様は素文体に4本の山形状洗練文を積み重ねたものを連続的に屠回さ

せタ帯縄文を縞状に部分消去したもので，上部口縁には1本の乎行状線文が施されている。鋸歯状

あるいは山形状洗練に由来するものであろうが，特異な構図である。これと近似する例が瀬棚南川
9j

遺跡から出土している。南川のものは本例と同じモチーフのバク…ンを，婆形土器の体部の上半と

下半に重ねた構図である。堅ろおな焼成である。2ケの補修乱が認められる〇

第8図18の日縁は乎抱で，口縁部に反りがなくティパー状である。底部を欠失している。文様は

器の全面に左下りの横帯縄文が4鑑素文帯を残して見られ，日縁上部の1段釦ま逆方向からの施

文がなされて，2段目と羽状に交わるところがある。

臨類　（第8図の第13図版17）

脚付深鉢形土器で特殊を用途のものであろう。日縁2ヶ所に斜位に相対する，項部がV状に箆押

しされた低い小さな突起がある。器口は楕円に近い。日縁部は直目するが言緑分的に僅かに外反す

るところもある。胴部の最大幅は体部の土半，3分の2のところにあり9底部に向い球状にすぼま

る。底部は丸底で，乳頭状の小さな脚が4本，方形に配置されている。

文様帯は日縁上部に並列刻目文があり，その直下と胴部の平行沈線文によって区切られている。

…一一一一113　－－－



文様は上下の洗練間に横位の条線文が3条，等間隔に周回され，2条目の条線文を挟んで不規則を

小枝状の洗練文が横達している。地文はR圧の原体による縦位の縄文で磨消手法は用いられてい

ない。

器の外面は赤褐色の化粧土が塗布されているが，二次焼成をうけて斑状に灰黒色をなす部分や残

浮炭化物の附着がみられる。内面の調整はよく行きとどき円滑である。

b類　（第8図・第13図版19）

器口に歪みがあり，目線はゆるくうねる。施文は素文の体部に左下りの帯縄文が4－5段みられ

る。色調は黄褐色で焼成は余りよくない。

（3）壷形土器

およそ，つぎの3類に分けることができる。a類：胴部が球状に脹らみ，日経が小さく直立する

短かい頚部のもの。b類：胴部の脹らみが器高の下半にあり，頸部が強くくびれ，日縁幅が広く器

日の開くもの。C類：胴部の脹らみが器日の下半にあり，頸部の長いもの。

題額（第7図・第は図版8）

水平口縁である。日縁部外面の中程にくびれや多少肥厚する箇所が見られるが，内面は直目する。

胴部は球状をなし，最大幅は器高の中心よりやや下にある。

第1文様帯は口縁上部と中程に各2本の平行洗練文が巡らされ，上部の洗練文と口唇間に細幅の

横帯縄文が施文されている。第2文様帯は頭部と肩部の問にあって，器高の3分の1弱の幅を占め

ており，上下の端はそれぞれ2本の平行沈線文で仕切られている。文様の構図は直曲の洗練文と帯
3）

縄文によって描出された半月状e集光レンズ状文である。この種の文様は室蘭市絵草丙遣軋北桧山
ユお　　　　　　　　　　　　　ユ3ノ　　　　　　　　　　　　　　　！り

町兜野遺跡や尻岸内村漁業協同組合裏出土の資料に類例を見ることができるが，瀬棚町南川遺跡の

報告に好例が多い。南川では壷形，婆形土器の双方に認められるが，どちらかというと壷形のもの

が近似している。ただ南川の場合は6例中5例が墓砿からの出土であり，またどの例も凸状に描か

れた洗練文の両端が紡錘状の縦の刻みによって止められるなど本例とは異なった施文形態がある。

臨類（第8図e第12図版12）

仕縁は緩く波状する。体部の半ばが強くくびれ，底部に丸味をもっ巾着形である。口縁上部文様

は荒い並列刻目文，胴部には左下りの横帯縄文が5段，磨消音を間に挟み，ほぼ等間隔に施文され

ている。珍らしい器形である。

C類　（第8図・第12図版14）

底部を欠失しているので明確ではないが，下半にある胴部の脹らみから壷形であろう。水平‖縁

で2条の縄線文が施されている。地文はR圧　の直行する縄文である。

（射　棒形土器　（第8図・第14図版23）

皿形といってもよいものである。器体の約半分が復元できた。体部の中程から日縁が1。3cmの幅

で面取りされており素文である。口唇上面には小豆状の刺突文がみられ，胴部には右下りの横帯縄

文が浅く回転されている。焼成は粗雑で脆い。

（5）グイ呑み形土器　（第8図・第14図版20，21．，22）

3例とも無文である。第8図20は円筒形の小さなもので器外面の調整は粗い。21，22は同じタイ

プのもので丸底である。水平口縁で口唇が薄く，器の外面は化粧土の使用が見られ，黒ずんだ光沢
をもっている。

第2群土器　（第8図・第14図版24）

第2文化層から単独に出土したもので出土の状況から遺構の構成員であったとは考えられない。

円筒上層式あるいは下層式土器の粗製タイプと見られるもので，胎土に大粒の砂粒を含んでいる。

水平口縁で円筒深鉢形，文様は羽状縄文である。

（佐藤忠雄e佐藤芳子）
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第6図　出土遺物第1群土器実測図



第7回　出土遺物第1群土器実測図



第8図　出土遺物第1群第2群土器実測図
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3）石　器

右製品としては，石鉄13点，掻器5点，ナイフ様石器2点，第二次剥離途中の未整品1点，石斧

3点，すりこぎ状を呈する石器と思われるもの1点，凄み石1鳥第－mム次剥離までの過程にある加工

途中のもの7点と多数のチ、ソフおよびフレイク，塊状石軋石枝があり，以上に自然石を加えると合

計3誹34点を数える。それらの石質については9　原材を近くで容易に求め得る桂岩が最も多く，他に

砂岩（窪み石など上　貞岩（石斧3点上　花崗岩に近いもの（大型自然石上　黒耀石（石鉄1鳥フレイク

点のみ）の例もある。なお，黒耀石は奥尻島に原産しない。

次に以上の石器および石片類，自然石などについて略述する。

石　鉄

13点の石鉄が出土した。）それらを大きさで分類すると，大型のもの（第10図12弓6）と適例の大

きさのもの（第10図1弓l）とに二大別することができ9　とくに小型の例は認められなか一た。

適例の大きさのものとして分類した例は11点あり9　最大長が2．ト3．0cm9　最大巾が工3～1．7。mの

範囲内にある。また，大型のものは最大長5．0cm，最大巾2．0cmのものと最大長3．8cm言敲太巾工8。m

のものとの2点である。厚さについては言盛例の大きさのもののうち　∵等辺三角形を呈するものと

基部逆刺型のものとが概して扁平に作られており言離頼）大きさのものでも有柄のものと大型のも

のとが・面の長軸i二のとくに中央部が高まりの強い仰向をもつ。しかし，二等辺三角形を呈するも

のと基部逆刺型のものの最大の厚さは2．伽m～3．6mmで，赤色柾岩製のもの1点を除く適例の大きさ

のもののうち有柄のものの厚さは3血1m～3。5mであり，それら両者間に大きな差を認めることがで

きず，大型のものの厚さは6。Om汀凄6．2mmとで，やはりその差は大きく机上

形態i二の点について言えば言離リの大きさのもののうち3点が二等辺三角形，2点が基部のやや

内湾する逆別型を呈するもの，6点が有柄であり，それらのうち赤色桂岩製の主点（第10机日　を

除く茶店色f服「製の有柄のものにとくに定形化を認めることができる。〕赤色桂岩製の1点について

はサ　他の適例の大きさの有柄のものと胴部が左右対照に柔らかをふくらみをもって外反している点

で違っており，他の適例の大きさの有柄のものにおける側賦狛ま言在線的射、しやつ刃反りぎみで

ある。また，赤色桂岩製の1点を除く通例の大きさの有柄石鉄は，その基部が極く浅い逆刺型に柄

部を加えた形を呈している。なお，二等辺三角形を呈するものと基部逆別型のものとの全体的射杉

態差は大きくなく，二等辺三角形を呈するものとして分類したもののうちにも2点（第10図2e5）

基部が軽く内反りぎみに作られているものがある。さらに，大型石鉄の形態について述べれば予　2

点とも側線部がやゝ外反ぎみのもので，そのうち1点は有楓　他の1点は無柄で基部が鈍角に突き

出ているものである。また言妾者は肩部から付け根末端までの長さが短かい。

加工法についてみると言卓例の大きさのもののうちには，全面的に細かを　二次剥離がなされてい

るもの（第10図1。5・6ell）もあれば，一一部あるいは中央部の広くに第…一次剥離面の残されて

いるもの（第10図283の4。7e8e9elO）もある。また，第一次剥離面の認められるものの

うちには言両面にそれを認め得るもの（第10図2・487・8・9。10）と片面のみにそれを認め

得るもの（第10図3）とがある。〕

石質については，適例の大きさのもののうちで二等辺三角形を呈する先端の欠けたもの1点のみ

が黒耀石製であり，他は大型のものを含めてすべて桂岩製である。なお，麓岩製のもののうち1点

のみが赤色のもので，他はすべて茶灰色のものである。

掻器類

次の5点の掻器が出上しているが，形の整っているものを含めていずれについても定形化された
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石　鉄　一　覧　表

図版 番号
E 最大長（cm） l 最大巾（cm）極 大の厚さ（cm） 石　 質　 形　 態

1

2

3

4

5

6

i

㌻汗牙競7
8
霊　‖ 二　日 霊　 揉　 雲は　 票

9 2．6 ［1 ．4　　　　　　 0 ．30　　　　 桂　　　 岩　　 看　　　　 柄

1011：「
畑 畑 獣 色桂打 撃

注：（）内は残存部計測値

ものか否か判断し難い。

上（第10図18）　細長いつまみを有する茶匙状の縦形スクレーパー。先端およびその附近と

それに続く一一一方の側縁に沿って第二次剥離が施さぞている。また，表側の周辺部を除く中央部より

先端部近くにかけて原石面，同じ面のつまみ側約半面に第一一剥離面が残されている。最大長7．5。m，

最大巾2．9cm，最大の厚さ6．3mm。黒褐色桂岩製。

2・（第11図27）　片面加工，無柄の縦形サイド・スクレーハノーで，裏面の一端にバルブが認め

られ，表側両側縁に第二次剥離が施されている。また，表側は剥離の施されている周辺部近く以外

のすべてに原石面が残されている。最大長6．0cm，最大巾2．4cm，最大の厚さ8．2mm。黒褐色桂岩製。

3・（第10図17）　両サイドに第二次剥離が施された両面加工の縦形スクレーパー。表側はほゝJ

長軸上を中心としてゆるやかに高まる晋をもち，全体的に第二次加工が施されているが，他の面は

粗い調整剥離がなされ，リング（ウェーブ）の認められる剥離の施されている部分は半面より少な

い。また，剥離面にリングの認められない粗面は，表面の諸所にもある。最大長5．8cm，最大巾3．2

cm，最大の厚さ9．2m汀で黒灰色桂岩製。

4．（第11図29）　全体がほゝ当即摘≠を呈し，鈍角の尖端を有する片面加工の縦形サイド・スク

レーパー。表側は－ん一側縁の中央部および他の側縁の上半部が細かい二次剥離を施され，その他の部

分が大まかな剥離によっている。最大長5．6cm，最大巾5．3cm，最大の厚さ8．1mmで黒褐色桂岩製。

5・（第10図19）　片面加工の縦形スクレーパーで，一側縁中央部に細かい二次加工が施されて

いる。フレーク・トゥールまたはユーティライズ・フレークともいえる不定形のもの。最大長4．0

cm，最大巾2．4cm，最大の厚さ8．1mmで黒褐色桂岩製。

ナイフ様石器

1・（第10図13）　尖頭部を有する縦形の両面加工石器で，尖頭部の左右両面が対照的に作られ

ており，胴部の両側縁が直線的でほぼ平行。また，両面は第二次剥離によっており，両面ともに長

軸上に同程度の高まりを有する。なお一端は欠けている。長さ4．3cm，最大巾2．0cm，最大の厚さ9．4
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mmで黒褐色の砧岩製。

2・（第10図22）　前述と同種の石器と思われるもので両端部が欠けている。言両面とも二次加工

によっており，いずれの面もほゝ、、長軸上を中心に高まる。中央部長さ2．5cm，最大汀最上1。m，最大の

厚さ7．7mnlで黒灰色桔岩製。

未製品

ナイフ様縦形石器の未製品（第11図24）で言両面両側縁の各一部に二次加工が施されている。最

大長6．1cm，最大巾2．6cm，最大の厚さ8．4mmで黒褐色桂岩製。

第一次剥離までの過程にあるもの

ここに自ずるものは，石器の加工途中二あるもので，粗い第－－－一次剥離が全面に施されているもの

である。それらは合計7点（第10図20，第　図23・25・26・28・30・31）出土しており，そのうち

3点は欠損品（第10図22および第11図30・31）

と見徹される。また，それらの7点はいずれ

も二面を有するもので，3点の欠損品におけ

る破壊面を除けば”あ次剥離が全面に施されて

おり，剥離法について他の類似文化における

場合との差をとくに見出せない。なお，以上

の計測値については別表のごとくである。さ

らに，石質はすべて黒褐色またはあずき色（

第11図26のみ）の桂岩である。

石　斧

貞岩製のもの3点が出土した。いずれも全

第一次剥離までの過程にあるもの一覧表

図版番昌一；最大長km‖最大「頼cmj

20

23

25

26

28

30

31

3．8

生2

6．1

8．1

4．5

1上5

5。4

最大の長さ（cmj

（2．0）；　　工07

2．1

4．2

4．5

3．0

主上1＿）

（3。0）

1．3

1．48

2。6

1．4

上l

L28

注：（）内は欠損部を含む計測値

体的に広く磨きがかけられているが，部分的

に打ち欠き面または自然面が残存している。

上　そのうち1点（第12図33）は，刃部と側線部の…一部が欠けているが完形品に近いもので，

側線部と基軋　…一面の若干乳　他面の広くに打ち欠き面が残されている。また，それは刃部が片辺

に近い両刃であり，計測値が，長さ7．8cm，中央師的。Ocm，厚さ上5cmである。

2・もう1点（第12［舶4）は表面のほゝヾ半面と一一一一一側縁の認められる，完形品の約半分が剥がれた

破片であり，加工残存面について言えば，中央側線寄りの部分に薄い剥離面が認められるが加工痕

とは見徹し難く，中央よりや、他の側線寄りの基部から刃部近くにかけて二本の細い縞状の自然面

が認められる。また，その刃部は両刃であるが一一一方のカーブが一段と強く，基部も唐かれている。

計測値は長さ12．4cm，残存部最大巾3。6cm，残存部厚さ9．5mmである。

3・他の1点（第12図32）は，半面の刃部に近い…一部の認められる，ほゝヾ全面が磨かれたと推定

されるものの破片であり，残存面に部分的に打ち欠き面が認められる。また，その刃部および基部

は判断し難く，計測値は残存部長さ9．5cm，残存部最大巾3．2cm，残存部厚さ8mmである。

なお，以上3点の側線部には，とくに擦り切り痕を指摘できる例がない。

すりこぎ状石器（？）

すりこぎ状の自然石を利用したと思われるもので，太い側の先端に少しく使用痕らしき傷跡が認

められる。最大長11cm，最大巾2。9cm，最大の厚さ2．4cmで，硬質砂岩（？）製。
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窪み石

砂岩製のもの1点（第13図）が出土した。その一面の長軸自二3カ所，それと背中合わせに他の

一面に2カ所，各々縦列に指を当てがうための窪みが作られている。なお，以上の5ヶ所の窪みは

とくに明瞭に認められる窪みであり，それら以上にも少しく浅い窪みを伴っている。また，中央部

の両側が側縁部の加工によって左右対照に外側に突き出ている。この側縁部の加工は，中央部を残

して，その上下を長軸方向とはゝヾ直角に打ち削り取る方法によっており，その痕跡は洗濯板状をな

している。さらに，両面の両端部に打実にもとづく使用痕と思われる欠かれた部分を認めることが

できる。計測値は長さ13．1cm，最大巾7．8cm，最大の厚さ4．7cmである。形状，大きさからすると「

前期」または「中期」のものと推定されるが，恵山式土器等今回の発掘調査にもとづく他の出土遺

物と伴出関係にある。

石　核
－1

唐石の…′一部ないし全面に剥離面をもつコアが4点出土しており，大きなもの1点と筆太よりや

や小さなもの3点とがある。いずれも桂岩製で，最大のものは最大長が14cm，最大巾が12cm，最大

の厚さが7．3cmである。

小塊状石屑0フレイク0チップ

図版においては，黒褐色桂岩製の小塊状石層1点（第10図14）と窯耀石製フレイク1点（第10図

21）と白石桂岩製のチップ1点（第10図16）のみを示したが，以上の他にも石層類の出土数は大小

合わせて3，000点近くあり，そのほとんどが桂岩製である。また，主として同一一一一一一母材による桂岩製の

フレイクおよびチップの集積された小範囲が幾カ所にも認められた。そのうちチップの出土点数が

多い例を区別に示すと，B－15区の－”一カ所で432点，B－14区の一カ所で262点（大聖チップないし小

型フレイクを含む），A－17区の一カ所で177点などの諸例があり，加えて，それら各々の集積場所

におけるチ、ノブ群には多数のフレイクが混じて伴っている。なお，このような場は石器工作の過程に

おける作業場と見傲される。しかし，本発掘調査で甘土している桂岩製の石器の数は，二次釦堆加

工途中の未製品を加えても21点にすぎない。

自然石

図版における小型の1点の他しこもかなり出

上しており，それらのうちにはひと抱えもあ

るほどの大型のものが7点（別表参照）ある。

また，それら大型の7点は海岸より持ち運ん

だ花崗岩質のもので，厚さが数cmないし10cm

の扁平をものである。しかし，自然石中量も

多く出土しているタイプのものは，最大長が

数cmないし10数cm程度の丸みを帯びた小型の

玉石であり，B－9区，B－11区，E－7区

において出土数が多く，B－9区で26点，B

－11区で19点，E－7区で15点他が出土して

花崗岩質大型玉石一覧表

発　　掘　　区

B－10

B－13

B－15

B－16

B－16

B（C）－16

C－17

計　　測　　値（cm）

44×30×8

40×30×8

推定40×28×6

40×30×10

38×28×10

38×28×10

44×30×5

いる。なお，板状の砂岩も1点あり，その大きさは最大長19．4cm，最大巾15．0cm，最大の厚さが4・O

。mである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河野本道）
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詰Ⅴ童　出且這塊と編年について

本遺跡出土の遺物は出土状況でも触れたように竪穴住居址や墓肱といった確たる遺構に伴ったセ

ット関係で捉えられたものではないが，出土区に集中的傾向が見られる。例えばB－10－Bll区に

婆形土器3個体言采鉢形土器2個体，壷形土器1個体があり，B－13～B－14区では大型の婆形土

器6個体，浅鉢形土器1個体，グイ呑み形土器2個体が出土し，B－16区とC－17区には婆形土器

1個体言采鉢形土器3個体，球形土器1個体，グイ呑み形土器1個体の出土があった。復元されな

かった細片も，この三つのグループに附帯している。B－16区の4個の不規則を配石周辺からの出

土遺物は，その状況からもまとまりをもった遺物と考えられるし，他区のものにも同様なことがい

えるが，ここでは第Ⅳ葦の分類に従い，出土土器の大まかな編年的位置づけと土器各類の諸特徴に

ついて若干触れてみることにする。
13ノ　　　　22jj9j　　　　ユ5ノ　　　1j

恵山式土器の編年と細別については，千代肇，森田知忠，峰山巌，中村五恥　大沼忠春らの論考

があるが，末だ一括資料不足の感があり，墳墓資料への偏向がみられる。そのなかで最近，大沼が
fり

細分を試みた南川遺跡の資料は新しい時期の恵山式の良好なグループであり，分布が渡島西南部と

いう地方色が濃厚になるかも知れないが，時間的推移のなかで把えられる江別B式直前のステージ

を代表するものであることは間違いない。未聞第2遺跡の第1群土器は，その南川遺跡第Ⅳ群土器と極

めて近い関係にある。
、－

本遺跡の第1群土器は中村五郎のいう恵山B式とC式，木村英明の恵山Ⅲ期のものである。（1）a
．2ノ　　　　　　　　　　　　2ノ

類としたものは室蘭市税津遺跡や同市舟見町遺跡付近出土のものと同じ仲間であり，連弧状文を抽
l：l；こ

象化させた第Ⅲ文様帯を特徴としている。同b類は大型の婆形土器で瀬棚町川尻遺跡出土のものと

同じである。第Ⅲ文様葦がⅩ字状文で，いわゆる工学文の亜流である。第7図7の例はⅩ字状文が

二段に重ねられたもので，広い文様帯が形成されている。これは中村が恵山C式とする恵山遺跡出

土のものにも同文様がみられるが，その器形は本粁1）C類に近く，日縁部が肥厚したり，胴部の波状洗

練文，第Ⅲ文様帯上下の帯縄文の用い方や総体的な器形の感じが非常に似通っている。（1）d類は縞
ii

縄文と横帯縄文のみで，沈線文による文様帯の区切りがなく，豊浦町礼文華の小幌洞窟遺跡B地点
iりj

出土の恵山式土器，積丹半島茶津洞窟第11層出土の土器のなかに類例を見るが，南川遺跡第1号墳

墓出土の壷形土器の体部，同発掘区出土の第Ⅳ群土器b類のなかに，より具体的例がある。本遺跡

の例からすると著しい炭化残薄物の付着するものがあり，粗製土器と考えられるが量的には各遺跡

とも比較的少ないようだ。

（2）類は小型の鉢形土器であるが，第8図11などは巾着形に近い。本類において注目しておきた

いのは，第8図16と17の2例である。とくに16の文様は南川V群土器のものと酷似している。（1）b

類の口縁部に施文されている「ハ」の字状の帯縄文や第10図40～42の山形状洗練文に縁取られた帯

縄文などに構図的作法が求められるもので，茶津洞窟遺跡14層出土の浅鉢形土器に同類がある。17

の例は丸味をもつ底部に香炉の脚にみるような4個の乳頭状の脚部のある鉢形土器で，晩期ならと

もかく，続縄文期に入ってからの存在は異色であろう。

（3）a類は典型的な壷形土器である。凡そ壷形土器は恵山式の全期を通じてあり，器形は短頸で胴

部が大きく脹らむことでほぼ共通している。変化する点といえば，古いものの胴部の最大幅が器高

の下半にあり，日頸部に内傾する形の弧で連続するのに対し，時期が新しくなるにつれて，胴部の

最大幅が器高の中心近くになり，弧も全円的になってくる。従って器体は卵形から球形へと推移す

る傾向がみられる。壷形土器の各遺跡での出現率は，これまでの調査例からすると墳墓や貝塚に多

く，確実に住居址から出土した例は少ないようだ。（3）b類は壷形とするより巾着形とした方が適切

な例であり言3）C類は広口のスリムな長頸壷であるが，これらは前述の鉢形土器やグイ呑み形土器

とともに供鰭的でか、特殊を用途が考えられる。以上簡単に出土土器についての所見を迩べたカ㌔
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これらの土器が恵山式の末期に属するものであり言I二別B～C式土器に先行することは，対比した

遺跡の層位関係からも一応判断することはできる。しかし，その拠り所となったのが茶津，アヨロ，

舟見町の3遺跡だけであり，また，それ自体の中にも埋めなければならない蔑つかのヒアタウスの

問題がないとはいえないので，江別式土器との係わりについては慎重でありたいと思う。このこと

については東北地方との関連をも含め，近く改めて言及したいと考えている。

本遺跡の第1文化層は続縄文文化前期末，恵山式土器文化の終末期の所産であり，第2文化層は

縄文文化前，中期の円筒下層d式ないし上層a～C式土器文化のものと考えられるが，伴出遺物が

全くないので所属型式は判らない。

第1群土器に其伴した石器類は約3，000点近いが了J、壊状石軋　フレイク，チ、ノブが大多数を占め，

成形器種は20点と極めて少ない。出m日大況から密集個所は石器製作址と認められるものである。

むすび

道路に沿った細長い発掘区は後背地に広がる遺跡の油一面でしかない。出土した遺物にも同様のこ

とがいえ，遺跡の部分を察知しえたに過ぎないが，第1群土器に恵山式の新資料を含む，比較的ま

とまったものがあり，それ相応の成果があったとしてよいだろう。また遺跡の立地の点から，恵山

文化期の殆んどが砂丘，あるいは低位の海岸段丘にあるのに対し，本遺跡は比高50mの段丘土にあ

る稀れな例である。これが漁捗文化といわれる恵山文化にあって何を意味するものか，生産経済や

共同体の構成などの面から曽求され射すればならない問題であろう0
奥尻島では今のところ青苦，東風泊の2ヶ所に恵山文化期の遺跡が周知されているが，その中の

東風泊遺跡は昭利54年7月に発掘調査が予定されている。そのよう射帰Iで両遺跡から採集された

遺物も相当畳あるが，それについては昭利55年度の幸腔昌二ゆすることにし，本報告では敢えて触れな

かった。諸般の事情から整理，報告書刊行まで2ケ月余の短期間で取りまとめたため，脚注の不手

際があり，割愛した文献も少なくない。失礼をお、詫びしておきたい。　　53．12．1（佐藤忠雄）
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第1図版　米岡第2遺跡周辺の航空写真（○印が発掘地点）
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第2図版　米岡第2遺跡の遠影：千畳浜国道より段丘上の遺跡を遠望する。（矢印の箇所）（上）
米岡第2遺跡の全影：電柱の立っている平坦面の海寄りの縁。（下）



第3図版　米岡第2遺跡発掘完了後の全景（上）
発掘区の土居断面（B－14区N面）（下）



第4図版　遺物の出土状況　B－10区　石製晶と密集していた石器剥片（上）
B－13区　第1群土器→第9図版2（下）



第5図版　遺物の出土状況　B－13区（上）
B－13区（下）



第6図版　遺物の出土状況　B－14区　第1群土器→第10図版6（上）
B－14区　第2群土器→第14図版24（下）



第7図版　遺物の出土状況　B－16区　第5層上面の分布（上）
日－16区　第1群土器→第11図版8（下）



第8図版　遺物の出土状況　C－16区　密集して出土した石器剥片（上）
C－17区　第1群土器・→第9図版5（下）



第9図版　出土遺物　第1群土器
（出土区1・B－13、2・B－13、3・A－9、4・B－14、5・C－17）



第10図版　出土遺物　第1群土器（出土区B－14）



第11図版　出土遺物　第1群土器（出土区　8・B－16）
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第12図版　出土遺物　第1群土器
（出土区　7・B－14、9・B一一10、10・B－11、11・B－11、12・B－10）



第13図版　出土遺物　第1群土器
（出土区13・C－16、14・C－16、15・B－13、

16・B－9、17・0－16、18・c－16、19・B－14）
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第14図版　出土遺物　第1群土器（出土区　20・B－14、21・B－14、22・C－16、23・c－17）
第2群土器（24・B－14）



第15図版　出土遺物第1群土器



第16図版　出土遺物第1群土器
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第17図版　出土遺物石器
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第18図版　出土遺物石器



第19図版　出土遺物石器
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